
№1 

氏名/NAME（SENRI, Taro）                        関西大学 

履 歴 書 / Curriculum Vitae 
（Date YYYY 年 MM 月 DD 日作成） 

Furigana 
 

 氏 名 
Full Name 

 
 せんり たろう  

※性 別 
Gender 生年月日 

Date of 
Birth 

YYYY 年 MM 月 DD 日生 （記名・押印又は自署（押印不要））   
SENRI, Taro        印 

                                                       Signature 

 

Furinaga 
 
 

現住所 
Address 

 
 
 

おおさかふすいたしやまてちょう 

（〒564－8680） 
大阪府吹田市山手町 3-3-35 

 
電話/TEL ( 06 ) 6368 －1121 FAX （ 06 ）6368 － ×××× 

e-mail Tarou@kandai.ne.jp 

年  月  日 
Date 

学 校 ・ 学 部 ・ 学 科 名 
（義務教育課程の記入は不要） 

Name of school, department, or course of study 
(After the compulsory education schools or high schools) 

入学・卒業・修

了 
Admission or 
Graduation 

修学年数 
Years of 
Study 

YYYY年 MM月 DD日 
関西大学第一高等学校 

入学 ３年 

１９８１年３月 31日 関西大学第一高等学校 卒業  

１９８１年４月１日 関西大学法学部法律学科 入学 ４年 

１９８５年３月 31日 関西大学法学部法律学科 卒業  

１９８５年４月１日 関西大学大学院法学研究科公法学専攻博士課程前期課程 入学 ２年 

１９８７年３月 31日 関西大学大学院法学研究科公法学専攻博士課程前期課程 修了  

１９８７年４月１日 関西大学大学院法学研究科公法学専攻博士課程後期課程 
入学 

５年 

１９８８年９月 30日 米国○○大学（米国政府給付留学）～1989年８月 31日   

１９９２年３月 31日 関西大学大学院法学研究科公法学専攻博士課程後期課程 所定単位修得後退学  

１９９３年４月１日 関西大学大学院法学研究科公法学専攻博士課程後期課程 再入学 １年 

１９９４年３月 31

日 
関西大学大学院法学研究科公法学専攻博士課程後期課程 修了  

年 月 日 / Date 学 位 （ 修 士 ・ 博 士 ） 及 び 論 題 

Degree (Master/Ph.D.) and thesis 

１９８７年３月 31日 
法学修士（関西大学） 

×××××××××××××××××××××××× 

１９９４年３月 31日 
博士（法学）関西大学 

×××××××××××××××××××××××× 

 
 

 

※Gender: This field is optional. It can be left blank. 

1991（平成 3）年 6 月 30 日までに取得した学位の

表記：○○博士（または○○修士）（○○大学） 
1991（平成 3）年 7 月 1 日以降に取得した学位の

表記：博士（または修士）（○○学）○○大学 
For degrees obtained at foreign institutions 
of higher education, etc., please state the 
official name in the original language. 

In case you studied 
abroad as a student 

 Please note that the date of the document 

should be set using the Western calendar 

alone or a combination of the Western and 

Japanese calendars. 

 

No seal is required if 

it’s hand-written. 



№2 

氏名/NAME（SENRI, Taro）                        関西大学 

年 月 日 / Date 職 歴 ・ 賞 罰 ・ そ の 他 の 事 項 
Professional experience, awards and penalties, and other academic matters 

YYYY年 MM月 DD日 ○○大学/University 助手/Assistant Professor（○○学部 / Faculty of 〇〇） 

１９９６年４月１日 
○○大学 専任講師（○○学部） 

２００２年４月１日 ○○大学 助教授（○○学部） 

２００９年４月１日 ○○大学 教授（○○学部） 

２０１０年４月１日 ○○大学大学院 教授（○○学研究科） 

２０１１年４月１日 

○○大学の在外研究員として米国の□□大学へ留学  / Studied at □□ 
University in the U.S. as an overseas researcher at XX University ～２０１

２年３月 31 日 

２０１３年３月 31日 ○○大学大学院 教授（○○学研究科） 退職 / Retired 

２０１３年４月 1日 

 

△△大学 教授（△△学部） ～現在に至る / To Present. 

 
非常勤講師歴 / Part-time lecturer 

２００６年４月１日 
○○大学/University Faculty of ○○学部 Name of course 担当 ～２０１１年

９月 30 日 

２００７年４月１日 △△大学○○学部 ○○○担当 ～現在に至る / To Date. 

２０１０年４月１日 □□大学○○学部 ○○○担当 ～現在に至る / To Date 

 

賞罰なし / no awards and punishments       
  

  

  

  

年 月 日 / Date 免 許 ・ 資 格 等 の 名 称 
Name of license, certification, etc. 

YYYY年 MM月 DD日 

２００３年４月１日 

２００５年４月１日 

弁護士（登録番号○○○○○）/ Attorney at Law (Registration No. ○○○○○) 
一級建築士（登録番号○○○○○）/ First-class registered architect (registration 
number: ○○○○○) 
高等学校教諭一種普通免許状（社会）/ High School Teacher's License (Social 
Studies) 

備     考/ 
Other remarks 

〔主な所属学会及び社会的活動等 /Major academic societies and social 
activities〕 
○○学会 / XX academic society 
△△委員会委員 / Member of △△ Committee 
□□研究会幹事 / Secretary of □□ Research Group 
 
 

 

研究者として留学した場合 
If you studied abroad as a 
researcher 

Please indicate the subject(s) for which you 
are(were) responsible. 
Underline “現在に至る” for current position 

Please note that the date of the document 

should be set using the Western calendar 

alone or a combination of the Western and 

Japanese calendars. 


